
令和４年（2022年）９月
横須賀市 民官連携推進担当課

横須賀市
民官連携推進について

▲今後、活用を目指す浦賀レンガドック
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市長メッセージ

横須賀市ではこの度、民間事業者の皆様との連携を加速的に推進するため、
「民官」連携の専任部署を設置しました。
目まぐるしく変化するこの時代において、新しい取り組みへの挑戦には皆様のノウハウやアイデアが必要不可欠であり、
これをワンストップで受け止め、スピーディーに展開することが重要と感じたからです。

船や観光バスで浦賀レンガドックなどの歴史遺産をめぐるMEGURU PROJECT、
BMXジャパンカップの開催、障害者と地域をつなぐ農福連携、北九州へのフェリー就航など、
民間事業者の皆様のお力をなくしては、どれも成しえなかった事業ばかりです。

これからも、「オープン・チャレンジ・フレンドリー」を合言葉に、
価値のある連携事業の実現を目指していきたいと考えています。
横須賀というまちに興味を持っていただいたなら、ぜひお声がけください。
一緒にワクワクするまちづくりを始めましょう。

横須賀市長 上地 克明

「他ではできなかったことが横須賀市ではできた！」 「ワクワクするような取り組みが実現した！」
こうした声をたくさんいただけるように、皆様と手を携え、新しいことに共に挑戦していきたいと思っています。

新型コロナウイルス発生以降、私たちの生活は一変しましたが、横須賀市はこの間も足を
止めることなく、民官連携によって、多くの新しい流れを生み出してまいりました。
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民間事業者の皆様と新たな連携事業を展開させていただくことで、
市だけではできなかったことを可能にし、より良い市民サービスを実現します

1. 横須賀市が目指す民官連携の姿

市民

新たなビジネス創出・
他地域への展開

地域・
社会への貢献

職員の意識改革

民間事業者行政課題の
解決

地域の活性化

企業イメージの向上

連携事業の実施

より良いサービスの実現
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２. 民官連携推進担当課の設置

①
民官連携の推進

②
情報発信の強化

「オープン・チャレンジ・フレンドリー」を合言葉に、
前例のない事業等に対しても積極的に取り組んでいきます。

「民官連携推進担当課」の役割

民間事業者の皆様との連携を強化するため、プラットフォームとして、
新たに「民官連携推進担当課」を設置しました（令和４年４月）
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３. 推進に向けた取り組み

①民官連携の推進

利便性の向上
担当部署が不明な場合等に
民官連携推進担当課が市のワンストップ窓口となり、
皆様が提案しやすい環境を整えます。

規制緩和
連携を進めるうえで支障となる、時代の変化や実情に合っていない
条例・規則等の見直しも柔軟に行います。

新たな連携の実現
「実現が難しいと思われる提案」や「ワクワクする夢のような提案」など、
事業者様のいかなるご要望に対しても、実現に向け、共に取り組みます。

問い合わせ窓口の明確化や規制緩和等、積極的な情報発信により、
民間事業者の皆様との連携を促進します

②民間事業者の
皆様への発信強化

専用のホームページを構築し、情報発信していきます。
・遊休地・施設情報
・企業版ふるさと納税を活用したい事業 など
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３. 推進に向けた取り組み

①’企画・ご提案
（既にお付き合いがあるなど、

市の担当窓口が明確な場合）

情報発信
（遊休地・施設や

企業版ふるさと納税募集案件など） ②事業の検討・
調整・実施（※）

民間事業者の皆様

民官連携
推進担当課

各部局
（所管課）ノウハウ蓄積・共有

条例等の見直し
事業の検討・調整

民官連携推進のイメージ図

①企画・ご提案

（※）公共施設の整備は「横須賀市PPP/PFI手法の
導入に関する優先的検討方針」に基づき検討


